
三
重
の
古
文
化
9
9
　
抜
刷
　
（
三
重
郷
土
会
　
2
0
1
4
年
）

「
述
太
川
」
米
洗
川
説
に

つ
い
て
の
補
足
的
諸
考
察

久
志
本
　
鉄
　
也
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「
速
太
川
」
米
洗
川
説
に
つ
い
て
の
補
足
的
諸
考
察

は
じ
め
に

筆
者
は
先
に
「
壬
申
紀
『
迩
太
川
』
小
考
」
　
（
以
下
前
稿
A
）
　
で

「
迩
太
川
」
は
現
在
の
米
洗
川
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
関
連
し
て
「
東

大
寺
領
三
重
庄
の
所
在
地
に
関
す
る
一
考
察
」
　
（
以
下
前
稿
B
）
を

本
誌
前
号
（
九
八
号
）
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
本
稿
は
そ
れ

ら
に
対
す
る
幾
つ
か
の
補
足
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
　
「
遽
太
川
」
は
、
『
日
本
書
紀
』
や
『
釈
日
本
紀
』

所
引
『
安
斗
智
徳
日
記
』
で
は
朝
明
郡
の
川
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

『
東
大
寺
諸
荘
文
書
井
絵
図
等
目
録
』
（
以
下
『
目
録
』
と
略
記
）
　
に

三
重
圧
の
四
至
（
南
限
）
と
し
て
見
え
る
「
遠
河
」
は
三
重
郡
の
川

（
素
直
に
読
め
ば
現
在
の
三
滝
川
）
と
考
え
る
他
な
く
、
「
迩
太
川
」

と
「
遠
河
」
を
同
一
の
河
川
と
見
な
す
な
ら
ば
、
こ
の
矛
盾
を
ど
の

よ
う
に
説
明
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
古
代
史
学
徒
に
と
っ

て
悩
ま
し
い
課
題
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
筆
者
は
前
稿
B
で
、
「
天
平
勝
宝
九
年
（
七
五
七
）

か
ら
大
治
五
年
（
二
三
の
）
ま
で
の
あ
る
時
点
で
、
（
注
‥
地
名

の
誤
写
ば
か
り
で
な
く
）
方
位
に
関
し
て
も
南
北
を
取
り
違
え
て
記

久
志
本
　
鉄
　
也

し
た
可
能
性
を
想
定
し
て
も
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

記
し
た
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
あ

り
得
た
の
か
。
ま
ず
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
古
代
四
至
記
載
法
再
考

『
目
録
』
添
付
の
絵
図
及
四
至
が
書
か
れ
た
天
平
勝
宝
九
年
（
七

五
七
）
と
ほ
ぼ
同
時
代
と
い
っ
て
い
い
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
に
、

『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
（
以
下
『
資
財
帳
』
と
略
記
）

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
寺
領
の
四
至
を
み
る
と
、

古
代
四
至
記
載
法
と
い
わ
れ
る
「
東
南
西
北
」
　
の
順
に
記
し
た
寺
領

が
九
カ
所
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の
順
で
四
至
を
記
載
し
た

例
は
十
五
カ
所
に
及
ん
で
い
る
。
い
さ
さ
か
煩
雑
で
は
あ
る
が
、
そ

の
十
五
カ
所
に
つ
い
て
『
資
財
帳
』
掲
載
順
に
四
至
の
記
載
順
を
示

し
て
お
く
。
（
『
大
日
本
古
文
書
編
年
文
書
二
』
六
五
一
～
六
五
六
頁
）

・
「
紀
伊
国
海
部
郡
木
本
郷
伯
楽
拾
町
」
璃
描
画
前
・
「
三
重
郡

宮
原
壁
拾
町
」
東
南
北
西
・
「
三
重
郡
赤
松
原
百
町
」
東
南
北

西
・
「
鈴
鹿
郡
大
野
百
町
」
東
弛
西
南
・
「
河
曲
郡
牛
屋
窪
二

十
町
」
東
北
南
西
・
「
播
磨
国
赤
穂
郡
十
町
多
太
野
」
東
西
北
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南
・
「
備
前
国
上
道
郡
五
十
町
」
列
間
南
北
・
「
同
国
御
野
郡

五
十
町
」
期
間
同
地
・
「
同
国
津
南
郡
五
十
町
」
殉
国
南
北
・

「
紀
伊
国
木
本
郷
葦
原
」
剰
固
同
地
・
「
近
江
国
野
州
郡
百
町
」

殉
国
南
北
・
「
同
国
愛
智
郡
百
町
」
期
間
南
北
・
「
伊
賀
国
阿

拝
郡
柘
殖
原
」
殉
国
間
抽
・
「
美
濃
国
武
義
郡
廿
五
町
」
羽
西

同
地
・
「
同
国
大
嶋
野
廿
町
」
剰
西
南
抽

こ
の
よ
う
に
、
「
東
南
西
北
」
が
定
型
と
さ
れ
る
古
代
に
あ
っ
て
、

そ
の
四
至
記
載
順
は
実
に
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
「
東

西
南
北
」
は
九
カ
所
を
数
え
、
「
東
南
西
北
」
に
匹
敵
す
る
四
至
記
載

順
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
少
数
（
二
例
）
な
が
ら
「
東
北
西
南
」
も

認
め
ら
れ
（
そ
の
一
つ
が
鈴
鹿
郡
例
）
、
四
至
の
記
載
順
を
「
東
南
西

北
」
　
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
史
生
が
筆
写
し
た
場
合
な
ど
に
、

南
北
の
逆
転
が
生
じ
得
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
書

く
と
、
あ
た
か
も
史
生
個
人
に
責
任
が
帰
さ
れ
る
偶
発
的
な
誤
写
と

受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
は
個
人
の
次
元

の
問
題
で
は
な
く
、
天
平
年
間
に
お
い
て
は
未
だ
四
至
記
載
法
が
確

定
し
て
い
な
か
っ
た
（
あ
る
い
は
わ
が
国
古
来
の
　
「
東
西
南
北
」
が

公
文
書
に
お
い
て
も
未
だ
〝
市
民
権
〟
を
保
持
し
て
い
た
）
　
こ
と
の

証
左
で
あ
り
、
そ
の
後
五
行
説
（
陰
陽
道
）
　
の
浸
透
な
ど
に
よ
っ
て

大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
時
点
で
は
、
「
東
南
西
北
」
　
に
定
式
化
し

て
い
た
状
況
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
思

い
込
み
か
ら
誤
写
し
て
し
ま
っ
た
。
即
ち
、
こ
の
こ
と
が
七
五
七
年

か
ら
一
二
二
〇
年
の
間
に
生
じ
た
社
会
の
変
化
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

自
ず
か
ら
別
の
問
題
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
ふ
れ
ず
、

南
北
取
り
違
え
の
蓋
然
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て

お
く
。

二
　
『
三
国
地
志
』
該
当
記
事
等
の
信
頼
性

前
稿
A
で
筆
者
は
　
「
（
迩
太
川
）
米
洗
川
説
は
、
つ
と
に
藤
堂
元

甫
が
『
三
国
地
誌
』
で
唱
え
」
と
記
し
た
が
、
無
論
≡
一
国
地
志
』

は
彼
一
人
で
成
し
た
も
の
で
は
な
い
。
大
日
本
地
誌
大
系
本
『
三
国

地
誌
』
　
の
第
一
期
刊
行
例
言
に
よ
れ
ば
、
元
甫
は
編
纂
に
当
た
っ
て

「
藩
士
富
治
林
正
直
・
伊
勢
の
人
萱
生
由
章
及
其
門
下
川
口
雑
言
等

を
補
佐
と
L
L
　
て
起
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
萱
生
由
章
に
つ
い
て

は
『
三
重
先
賢
侍
』
に
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
通
称
ハ

木
工
允
謹
ハ
由
章
幼
名
ヲ
由
奮
ト
イ
ヒ
愛
州
又
嵩
上
腕
ス
勢
州
石
薬

師
騎
ノ
人
嘗
テ
依
田
貞
銭
こ
就
キ
園
畢
ヲ
修
メ
後
藤
堂
元
甫
二
従
フ

安
永
天
明
ノ
頃
勢
州
十
三
賦
ヲ
作
り
他
二
三
園
地
誌
（
下
略
）
」
。
こ

の
よ
う
に
　
「
伊
勢
の
人
萱
生
由
章
」
　
は
現
在
の
鈴
鹿
市
石
薬
師
の
人

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
勢
地
方
の
実
質
的
担
当
者
（
執
筆
者
）
　
は
萱

生
由
章
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
も
彼

は
、
「
国
華
を
修
メ
」
た
の
で
あ
る
か
ら
、
迩
大
川
＝
米
洗
川
説
を
唱

え
る
に
当
た
っ
て
は
、
何
ら
か
の
国
学
者
的
考
証
が
働
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。
師
匠
の
依
田
貞
鐘
に
つ
い
て
は
不
詳
だ
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が
、
萱
生
由
章
に
つ
い
て
『
鈴
鹿
市
史
第
二
巻
』
（
一
九
八
三
年
）
は

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
萱
生
由
章
（
一
七
一
七
～
七
五
）
は
石

薬
師
宿
本
陣
五
代
秀
実
の
子
と
し
て
、
享
保
二
年
四
月
十
八
日
生
ま

れ
た
。
津
藩
藤
堂
元
甫
に
国
典
を
、
和
歌
を
冷
泉
民
部
に
学
ん
だ
o

（
中
略
）
彼
が
萱
生
氏
を
称
し
た
の
は
、
南
朝
方
の
愛
洲
三
郎
左
衛

門
宗
実
が
、
後
醍
醐
天
皇
よ
り
恩
賞
と
し
て
延
元
四
年
（
一
三
三
九
）

朝
明
郡
萱
生
御
厨
の
地
頭
職
に
補
せ
ら
れ
、
そ
の
子
孫
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
給
旨
を
丸
い
筒
に
入
れ
、
首
に
か
け
て
歩
い
た
と

い
わ
れ
、
そ
の
給
旨
の
写
し
や
筒
も
残
っ
て
い
る
。
（
下
略
）
」
（
五
一

八
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
、
由
章
が
朝
明
郡
に
対
し
て
相
当
な
思
い
入
れ

を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
だ
が
、
も
し
彼
に

思
い
入
れ
の
核
心
た
る
萱
生
御
厨
（
朝
明
川
中
流
域
。
本
稿
付
図
北

西
端
に
「
萱
生
」
あ
り
）
に
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う
な
偏
向
が
あ
っ
た

と
す
る
な
ら
、
む
し
ろ
迩
太
川
＝
朝
明
川
説
を
唱
え
る
は
ず
で
あ
っ

て
、
米
洗
川
説
を
唱
え
た
と
い
う
こ
と
は
そ
こ
に
学
者
と
し
て
の
幹

持
た
る
客
観
性
が
保
持
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
o
も
っ

と
も
三
国
地
志
』
の
記
述
は
簡
潔
で
、
執
筆
者
の
言
葉
と
し
て
は

「
按
、
鶴
村
と
別
名
と
の
、
中
間
に
あ
り
、
是
謂
ゆ
る
遽
太
川
な
る

べ
L
L
と
あ
る
の
み
で
、
そ
の
根
拠
（
後
述
）
に
つ
い
て
は
薄
弱
で

ぁ
る
。
ち
な
み
に
由
章
の
草
し
た
覇
明
賦
』
に
も
「
米
な
へ
川
と

ハ
　
別
名
と
　
触
村
の
　
間
を
そ
　
な
か
る
1
川
の
　
名
な
り
け
り

是
壬
申
の
　
乱
の
時
　
天
武
の
帝
　
神
宮
を
　
拝
し
給
ひ
し
　
川

の
名
の
　
と
保
川
と
こ
そ
　
し
ら
れ
ぬ
る
」
（
『
四
日
市
市
史
第
十
巻

史
料
編
近
世
Ⅲ
』
八
二
二
頁
）
と
の
記
述
が
あ
り
、
改
め
て
三
国

地
志
』
の
該
当
箇
所
執
筆
者
が
彼
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
o

一
方
、
朝
明
川
説
の
囁
矢
は
管
見
で
は
谷
川
士
清
の
青
本
書
紀

通
証
』
（
宝
暦
元
年
・
一
七
五
一
）
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
迩
太

川
に
つ
い
て
は
「
今
所
謂
朝
明
川
」
と
記
す
の
み
で
、
（
「
聾
に
関

連
し
て
、
尾
張
の
登
登
用
な
ど
の
事
例
を
紹
介
し
て
は
い
る
が
）
朝

明
川
と
す
る
根
拠
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
由
章
も
そ

の
根
拠
と
し
て
は
、
（
前
稿
A
で
も
紹
介
し
た
が
）
「
米
洗
」
に
関
連

し
て
「
是
洗
米
し
て
以
て
神
を
祭
り
玉
ふ
慶
欺
」
と
述
べ
る
に
と
ど

ま
り
、
そ
れ
に
続
け
て
記
し
た
「
此
川
の
ほ
と
り
に
蔚
宮
の
小
嗣
あ

り
。
彼
地
に
古
松
あ
り
、
俗
御
松
さ
ま
と
云
ひ
、
甚
だ
尊
敬
す
」
で

は
、
十
四
川
と
の
混
同
が
見
ら
れ
る
。
相
前
後
し
て
成
っ
た
両
書
で

あ
る
が
、
互
い
の
説
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か。
そ
の
後
近
世
を
通
じ
て
（
現
代
に
至
る
ま
で
）
幾
多
の
説
が
唱
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
前
稿
A
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
に
も
か
か

わ
ら
ず
『
細
見
伊
勢
国
絵
図
』
（
文
政
十
三
年
・
一
八
三
〇
）
は
、
何

故
「
迩
太
川
」
＝
米
洗
川
説
の
み
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と

い
う
の
は
、
こ
の
絵
図
を
見
る
と
、
「
十
四
川
」
に
は
「
或
作
児
志

川
」
と
付
し
、
現
在
の
鈴
鹿
川
派
川
に
は
「
里
人
南
川
卜
云
」
と
付

し
て
い
る
。
つ
ま
り
称
呼
の
多
様
性
や
現
地
呼
称
を
尊
重
す
る
編
集
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態
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
遽

太
川
」
に
つ
い
て
は
何
の
付
記
も
見
ら
れ
な
い
（
最
も
人
口
に
胎
奏

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
「
米
洗
川
」
　
の
呼
称
を
載
せ
て
い
な
い
）
　
の

は
一
体
ど
う
い
う
わ
け
な
の
か
。
こ
れ
も
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

三
　
南
北
伊
賀
留
我
神
社
再
考

由
章
に
し
て
な
お
米
洗
川
（
羽
津
）
と
十
四
川
（
茂
福
）
の
混
乱

が
見
ら
れ
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
式
内
論
社
伊
賀
留
我
神
社
に
つ
い

て
も
再
度
触
れ
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
前
稿
A
に
お
い
て
、
近
世
絵

図
に
見
ら
れ
る
「
鯨
」
　
（
羽
津
）
・
「
北
触
」
　
（
茂
福
）
と
の
地
名
表
記

か
ら
、
い
さ
さ
か
短
絡
的
で
は
あ
る
が
、
鯖
を
北
鵜
に
先
行
す
る
集

落
と
想
定
し
、
神
社
の
成
立
も
そ
れ
に
準
ず
る
と
考
え
、
羽
津
側
の

伊
賀
留
我
神
社
（
商
社
）
を
本
来
社
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
が
、
北
鶴

集
落
の
成
立
に
つ
い
て
照
恩
寺
（
四
日
市
市
大
矢
知
町
）
住
職
で
あ

っ
た
佐
久
間
義
圃
（
筆
名
：
青
木
谷
彦
、
一
九
〇
五
～
九
五
）
の
著

し
た
貴
重
な
聞
き
書
き
集
『
陣
屋
町
大
矢
知
か
い
わ
い
－
幕
末
・
明

治
生
ま
れ
百
余
人
の
実
談
－
』
（
一
九
八
五
）
に
次
の
よ
う
な
古
老

談
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
す
る
。

・
「
荻
須
房
吉
（
引
用
者
注
：
明
治
二
年
生
）
談
　
北
膀
村
は
元
は
柿

（
引
用
者
注
：
現
在
の
朝
日
町
柿
。
本
稿
付
図
北
東
端
に
「
柿
村
」

あ
り
）
の
東
に
あ
っ
て
、
今
村
と
い
っ
て
い
た
の
だ
が
、
コ
ン
デ

ン
が
切
れ
た
時
、
流
さ
れ
た
か
ら
、
大
矢
知
村
斎
官
の
東
の
位
置

へ
移
住
し
て
き
た
。
」
　
（
一
五
四
頁
）

・
「
内
山
増
次
郎
（
引
用
者
注
：
安
政
五
年
生
）
談
　
北
鵬
は
柿
村
の

東
に
あ
っ
た
今
村
が
移
っ
て
き
た
。
墾
田
が
切
れ
た
た
め
、
移
転

し
た
も
の
。
井
尻
神
社
（
引
用
者
注
‥
朝
日
町
柿
に
あ
る
神
社
。

正
確
に
は
井
後
神
社
）
を
分
祀
し
て
、
柿
と
北
触
と
に
分
け
た
。

北
鵜
に
は
以
前
か
ら
別
の
神
社
が
あ
り
、
今
の
も
の
は
そ
れ
と
の

合
祀
で
あ
る
。
」
　
（
二
一
六
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
北
鵜
の
成
立
は
新
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と

（
少
な
く
と
も
地
元
大
矢
知
の
古
老
た
ち
に
は
そ
の
よ
う
に
意
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
）
が
分
か
る
。
た
だ
そ
の
場
合
、
北
鶴
に
以
前
か
ら

あ
っ
た
と
い
う
「
別
の
神
社
」
は
誰
が
祀
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
疑

（8）

間
が
残
る
。

ま
た
、
北
鶴
は
集
落
と
神
社
の
位
置
関
係
も
不
自
然
で
あ
る
。
南

鵜
の
場
合
は
集
落
北
端
に
神
社
が
あ
る
の
で
、
参
道
を
通
っ
て
神
社

に
至
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
の
だ
が
、
北
鵜
の
場
合
は
集
落
の
南

端
に
神
社
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
道
も
南
に
延
び
て
い
る
た

め
、
参
道
を
通
っ
て
神
社
に
至
る
こ
と
が
不
自
然
で
、
ほ
と
ん
ど
利

用
さ
れ
な
い
位
置
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
北
社
参
道

南
端
の
鳥
居
と
商
社
社
殿
の
距
離
は
直
線
に
し
て
わ
ず
か
一
五
〇
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
な
く
、
往
古
の
境
内
の
広
が
り
を
考
え
れ
ば
、
北

社
（
茂
福
祉
）
は
商
社
（
羽
津
社
）
境
内
に
含
ま
れ
て
し
ま
う
可
能

性
す
ら
あ
ろ
う
。
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に
も
か
か
わ
ら
ず
北
社
（
茂
福
社
）
　
を
本
来
社
と
す
る
説
が
あ
る

の
は
、
近
世
の
呼
称
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
前
稿
A
で
も
記
し
た
が
、
近
世
絵
図
を
見
る
と
両
社
共
に
　
「
斎

宮
明
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
北
社
自
体
は
富
田
地
区
茂
福
に
属
し

て
い
る
が
、
大
矢
知
地
区
の
大
矢
知
町
斉
宮
　
（
以
前
は
　
「
斎
宮
」
　
と

記
し
た
）
　
と
も
隣
接
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
所
属
地
区
こ
そ

異
な
る
が
、
至
近
距
離
に
あ
る
　
「
斎
宮
」
　
と
　
「
斉
宮
」
　
は
、
極
め
て

関
わ
り
が
深
い
　
（
も
し
く
は
一
体
の
も
の
）
　
と
考
え
る
方
が
自
然
で

あ
ろ
う
。
即
ち
　
「
斉
宮
」
　
と
い
う
小
字
に
最
寄
り
で
あ
る
こ
と
を
以

て
北
社
を
本
来
社
で
は
な
い
か
と
す
る
考
え
も
ま
た
成
り
立
ち
得
る

の
で
あ
る
。
実
際
、
『
富
田
を
さ
ぐ
る
』
　
（
生
用
益
也
、
一
九
七
三
）

に
よ
れ
ば
、
桑
名
藩
は
北
社
に
軍
配
を
上
げ
て
い
る
。
原
史
料
は
未

見
だ
が
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
「
寛
永
年
問
　
（
一
六
二
四
～

四
四
）
　
に
な
っ
て
、
当
時
の
桑
名
藩
主
が
南
北
両
鵜
の
祭
日
の
職
に

つ
い
て
の
論
争
に
対
し
て
仲
裁
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
同
藩
の
明
細

帖
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
『
北
・
南
と
両
村
四
十
五

程
ず
つ
に
相
分
か
れ
、
古
よ
り
北
鯨
の
地
に
伊
賀
留
我
神
社
と
い
う

一
社
あ
り
。
南
へ
も
勧
請
す
』
と
北
鯨
の
方
を
古
来
か
ら
の
も
の
と

し
て
い
る
」
　
（
一
九
頁
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
述
し
た
ご
と
く
、
北
鵜
の
集
落
そ
の
も
の
の

起
源
は
新
し
い
と
な
る
と
、
北
社
の
存
在
を
一
体
ど
の
よ
う
に
考
え

る
と
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

四
　
水
辺
（
川
辺
）
祭
祀
再
考

前
稿
A
で
筆
者
は
、
『
日
本
書
紀
』
　
（
以
下
『
書
紀
』
）
　
が
　
「
遽
太

川
辺
」
、
『
安
斗
智
徳
日
記
』
　
（
以
下
『
日
記
』
）
　
が
　
「
迩
太
川
上
」
　
と

記
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
大
海
人
皇
子
の
側
近
中
の
側
近
に
、
後
に

主
水
司
と
な
る
身
毛
　
（
牟
宜
都
）
　
氏
が
い
た
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の

水
辺
祭
祀
が
行
わ
れ
た
に
違
い
な
い
と
述
べ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
改
め
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
両
書
が
　
「
川
辺
」
　
（
書
紀
）
　
「
川
上
」
　
（
日
記
）
と
、
共
に
　
「
川

の
ほ
と
り
」
を
示
す
文
言
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

書
紀
編
纂
者
が
　
『
日
記
』
を
一
次
資
料
と
し
て
用
い
た
と
し
た
ら
当

然
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
辺
」
　
と

「
上
」
　
の
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
引
き
写
し
で
は
な
い
こ
と
は
分

か
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
い
え
ば
　
『
書
紀
』
　
は
　
『
日
記
』
を
参
考
に

は
し
て
も
、
必
ず
し
も
尊
重
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
　
「
望
拝
」
　
（
書
紀
）
・
「
拝
礼
」
　
（
日
記
）
　
の

時
刻
に
つ
い
て
、
『
日
記
』
　
は
　
「
辰
時
」
　
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
『
書
紀
』
　
は
　
「
旦
」
　
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

既
に
高
く
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
太
陽
を
拝
す
る
よ
り
も
、
ま
さ
に
昇

り
来
る
太
陽
を
拝
す
る
方
が
よ
り
劇
的
な
効
果
が
あ
る
と
す
る
作
為

が
働
い
て
い
る
と
思
え
る
。
と
す
れ
ば
、
両
書
が
共
に
　
「
川
の
ほ
と

り
」
　
と
敢
え
て
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
書
き
漏
ら
す
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わ
け
に
は
い
か
な
い
重
要
な
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。

ま
し
て
前
夜
か
ら
の
豪
雨
で
川
は
増
水
し
て
い
る
は
ず
で
、
現
在
の

我
々
が
行
う
「
二
礼
二
拍
手
一
拝
」
程
度
の
も
の
な
ら
何
も
「
川

辺
」
　
「
川
上
」
　
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
一
層
緊
迫
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
名
張
の
　
「
横
河
」
に
お
い
て
す
ら
、
大
海
人
皇
子

は
　
「
燭
を
挙
げ
て
親
ら
式
を
乗
り
て
占
」
　
い
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
や
は
り
「
川
の
ほ
と
り
」
　
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
り
、

何
ら
か
の
　
「
水
辺
祭
祀
」
　
の
作
法
を
以
て
「
望
拝
」
　
「
拝
礼
」
し
た

に
違
い
な
い
。
だ
と
し
た
ら
、
側
近
中
の
側
近
で
あ
る
ム
グ
ッ
氏
（
そ

の
時
点
で
は
本
人
は
安
八
磨
郡
に
先
遣
隊
と
し
て
遣
わ
さ
れ
て
い
る

の
だ
が
）
　
の
作
法
と
無
縁
で
あ
る
は
ず
が
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
「
望
拝
」
な
い
し
「
拝
礼
」
す
る
に
、
「
川

の
ほ
と
り
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
と
は
何
か
。
時
代
は

異
な
る
が
、
樺
幡
皇
女
が
身
の
潔
白
を
訴
え
る
た
め
に
緯
死
し
た
際

に
と
っ
た
行
動
（
後
述
）
が
想
起
さ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
天
孫

降
臨
に
際
し
て
ア
マ
テ
ラ
ス
は
「
こ
れ
の
鏡
は
、
専
ら
我
が
御
魂
と

し
て
、
吾
が
前
を
拝
く
が
如
拝
き
奉
れ
」
　
（
記
）
と
宣
べ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
神
鏡
は
い
わ
ば
ア
マ
テ
ラ
ス
の
化
身
な
い
し
分
身
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
雄
略
紀
に
よ
れ
ば
、
樺
幡
皇
女
は
「
神
鏡
を
霜
り

持
ち
て
、
丑
山
鈴
河
内
』
同
調
で
珂
u
可
‥
鏡
を
埋
み
て
経
き
死
ぬ
」

の
で
あ
る
。
な
ぜ
神
鏡
を
埋
め
る
場
所
が
、
よ
り
人
目
に
つ
き
に
く

い
と
思
わ
れ
る
山
中
で
は
な
く
、
「
河
上
（
川
上
）
」
で
な
く
て
は
な

ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
『
書
紀
』
は
語
っ
て
は
い
な
い
が
、

皇
女
に
と
っ
て
は
、
「
河
上
（
川
上
）
」
で
あ
る
必
然
性
が
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
そ
れ
は
大
海
人
皇
子
に
と
っ
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
　
「
望
拝
」

を
敢
え
て
「
川
上
」
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
と
相
通

ず
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
を
推
察
す
る
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
属
性
は
日
神
で
あ
る

と
同
時
に
神
衣
を
織
る
織
女
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
マ
テ
ラ
ス

↓
機
織
－
棚
機
女
－
川
辺
（
川
上
）
と
い
う
連
関
を
想
定
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
（
先
程
の
「
樺
幡
皇
女
」
も
ま
た
、
名

前
の
中
に
機
織
の
属
性
が
示
さ
れ
て
い
る
）
。
ち
な
み
に
榎
村
寛
之

氏
は
、
祭
具
と
し
て
の
金
銅
製
紡
織
具
に
関
連
し
て
、
皇
大
神
宮
の

「
神
衣
祭
は
天
武
・
持
続
頃
か
ら
聖
武
頃
ま
で
が
そ
の
絶
頂
期
」
（
『
伊

勢
神
宮
と
古
代
王
権
』
筑
摩
選
書
、
二
六
六
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
従
う
な
ら
ば
、
壬
申
の
乱
当
時
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
属
性
と

し
て
日
神
と
と
も
に
織
女
（
棚
磯
女
）
が
非
常
に
強
く
出
て
い
た
時

期
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
大
海
人
皇
子
が
ア
マ
テ
ラ
ス

を
望
拝
す
る
に
当
た
っ
て
「
川
上
」
を
選
ん
だ
所
以
で
も
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
（
本
題
か
ら
外
れ
る
が
）
樺
幡
皇
女
の
死
後
「
河

上
に
虹
の
見
ゆ
る
こ
と
蛇
の
如
く
し
て
‥
虹
の
起
て
る
庭
を
掘
り
て
、

神
鏡
を
獲
」
る
こ
と
が
で
き
た
と
あ
る
が
、
（
こ
こ
で
は
「
河
（
水
）
」

「
虹
」
　
「
蛇
」
　
の
親
和
性
が
認
め
ら
れ
る
）
、
「
蛇
」
も
ま
た
ア
マ
テ
ラ

ス
　
（
皇
大
神
）
　
の
属
性
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
だ
。
弘
安
九
年
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（
一
二
八
六
）
遷
宮
に
際
し
て
神
宮
を
訪
れ
た
通
海
は
、
『
太
神
宮
参

詣
記
』
を
著
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
奇
怪
な
記
事
が

あ
る
。
「
サ
テ
モ
斎
宮
ハ
皇
太
神
宮
ノ
后
宮
二
准
給
テ
、
ヨ
ナ
〈

御
カ
ヨ
ヒ
ア
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
斎
宮
ノ
御
念
ノ
下
ニ
ハ
、
ア
シ
タ
コ
ト

ニ
ク
チ
ナ
ワ
ノ
イ
ロ
コ
ヲ
チ
侍
ナ
ト
申
人
ア
リ
」
。
斎
宮
（
斎
王
）
は

皇
大
神
（
ア
マ
テ
ラ
ス
）
　
の
后
な
の
で
、
夜
な
夜
な
お
通
い
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
斎
王
の
布
団
の
下
に
は
、
朝
に
な
る
た
び
に
蛇
の
鱗
が

落
ち
て
い
る
、
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
だ
け
を
見
れ
ば
所
謂
中
世
神
話

の
一
挿
話
と
思
え
な
く
も
な
い
が
、
先
の
『
書
紀
』
の
記
述
と
併
せ

考
え
る
と
、
逆
に
非
常
に
古
い
記
憶
を
な
お
留
め
て
い
る
と
い
う
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
ヤ
マ
ト
の
地
に
あ
っ

た
頃
、
三
輪
山
の
神
同
様
の
属
性
を
保
持
し
て
い
た
可
能
性
を
伝
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

五
　
小
河
川
考

前
稿
A
で
筆
者
は
、
水
辺
祭
祀
の
行
わ
れ
た
河
川
に
つ
い
て
、
杉

垣
内
遺
跡
（
松
阪
市
深
長
町
）
　
の
例
な
ど
を
示
し
な
が
ら
、
「
比
較
的

大
き
な
河
川
を
想
定
す
る
こ
と
自
体
が
、
そ
も
そ
も
間
違
い
な
の
で

は
な
い
か
」
と
述
べ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
櫛
田
川
に
つ
い
て
は
「
斎

王
が
顧
ぎ
を
行
っ
た
の
も
櫛
田
川
本
流
で
は
な
く
、
そ
の
派
川
で
あ

る
誠
川
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
当
時
は
祓
川
が
櫛

田
川
の
本
流
だ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
地
質
学
的
な
年
代
な
ら

と
も
か
く
、
歴
史
時
代
に
お
い
て
そ
う
だ
と
す
る
と
、
古
く
か
ら
あ

る
『
櫛
田
』
と
い
う
地
名
に
ま
つ
わ
る
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
伝
説
が
成
り
立

た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
記
し
た
。
こ
れ
は
現
櫛
田
川
左
岸
に
櫛

田
の
地
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
う
述
べ
た
も
の
だ
が
、
い
さ
さ
か
訂

正
を
要
す
る
。
と
い
う
の
は
、
た
と
え
歴
史
時
代
に
現
在
の
祓
川
が

本
流
だ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
派
川
と
な
っ

た
現
在
の
櫛
田
川
の
呼
称
そ
の
も
の
に
異
同
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

あ
え
て
云
々
す
る
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
櫛
田
川
は
本

流
で
あ
る
と
派
川
で
あ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
櫛
田
川
で
あ
り
続
け
た

と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
む
し
ろ

現
在
の
櫛
田
川
が
本
流
で
は
な
く
派
川
（
即
ち
小
河
川
）
　
で
あ
っ
た

当
時
に
伝
説
が
生
ま
れ
、
「
櫛
田
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
「
櫛
田
」
　
の
通

称
地
と
し
て
延
書
式
内
櫛
田
神
社
が
あ
る
が
、
現
社
地
は
昭
和
八
年

以
降
の
も
の
で
あ
っ
て
、
明
治
四
十
一
年
の
合
祀
前
は
、
現
社
地
よ

り
も
さ
ら
に
七
五
〇
m
程
北
西
の
旧
櫛
田
村
字
社
に
あ
っ
た
と
い
う

（
『
式
内
社
調
査
報
告
第
六
巻
』
四
一
八
頁
）
。

小
河
川
に
つ
い
て
も
う
一
つ
事
例
を
示
し
て
お
こ
う
。
『
皇
太
神

宮
儀
式
帳
』
　
の
冒
頭
近
く
に
　
「
神
堺
」
を
記
し
た
箇
所
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
以
西
伊
勢
国
飯
高
下
樋
小
河
、
此
称
神
之
遠
堺
。

常
人
参
太
神
宮
駅
使
鈴
口
塞
。
飯
野
郡
犠
部
河
、
称
神
近
堺
」
と
さ

れ
て
い
る
。
「
磋
（
磯
）
部
河
」
　
に
つ
い
て
は
、
櫛
田
川
（
含
祓
川
）
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と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
「
下
樋
小
河
」
　
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。

真
盛
川
・
金
剛
川
・
名
古
須
川
の
い
ず
れ
か
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
　
の
　
「
地
誌
取
調
書
」
　
で
は

真
盛
川
説
を
採
っ
て
い
る
。
真
盛
川
は
　
「
水
ノ
深
浅
ハ
今
川
卜
称
ス

ル
程
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
量
り
難
シ
、
川
幅
広
キ
処
弐
間
、
狭
キ
ハ
七
尺
L

L
か
な
く
、
金
剛
川
も
　
「
常
二
水
少
ク
シ
テ
‥
故
二
貧
乏
川
上
名
ヅ

ク
」
　
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
「
最
深
処
一
尺
、
最
浅
処
五
寸
、
川
幅
二

間
」
　
し
か
な
か
っ
た
　
（
『
三
重
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
五
一
〇
・
五
一

一
頁
）
。
ま
さ
に
　
「
小
河
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
、

小
さ
な
川
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
小
さ
な
川
で
も
　
「
神

堺
」
　
足
り
得
、
「
駅
使
が
駅
鈴
の
口
を
塞
ぐ
」
作
法
を
伴
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

六
　
「
遠
保
之
芝
田
」
考

前
稿
A
B
で
は
敢
え
て
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
神
宮
文
庫
所
蔵
「
享

徳
元
年
庁
宣
注
文
」
　
（
一
四
五
二
年
）
　
の
三
重
郡
の
項
に
、
実
は
　
「
遠

保
之
芝
田
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
文
書
全
体
を
見
れ

ば
一
目
瞭
然
だ
が
　
（
と
い
っ
て
も
筆
者
は
　
『
四
日
市
市
史
第
七
巻
』

三
六
三
・
三
六
四
頁
に
収
め
ら
れ
た
、
河
曲
郡
・
桑
名
郡
・
三
重
郡
・

朝
明
郡
・
員
弁
郡
し
か
見
て
い
な
い
が
）
、
全
く
異
質
な
　
（
例
外
的
な
）

表
記
と
い
っ
て
よ
い
。
遠
保
と
芝
田
と
い
う
二
つ
の
地
名
を
　
「
之
」

で
つ
な
ぐ
と
い
っ
た
表
記
は
他
に
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
素
直
に
読
め
ば
　
「
遠
保
の
芝
田
」
　
（
遠

保
の
中
に
あ
る
芝
田
）
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
芝
田
を
『
倭
名
類
衆
紗
』

（
十
世
紀
）
　
の
三
重
郡
に
見
え
る
郷
名
（
柴
田
）
と
考
え
る
な
ら
ば
、

芝
田
の
方
が
遠
保
よ
り
も
広
く
な
っ
て
し
ま
い
、
素
直
な
解
釈
は
成

り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
似
た
例
と
し
て
筆
者
が
思
い
浮
か
べ
た
の

は
、
時
代
は
異
な
る
が
　
『
古
事
記
』
　
の
天
孫
降
臨
の
段
に
あ
る
、
ト

ユ
ウ
ケ
神
は
　
「
外
宮
之
度
相
」
　
に
坐
す
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
古
代

史
学
徒
に
と
っ
て
は
っ
と
に
知
ら
れ
た
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
度

相
（
度
会
）
　
の
方
が
大
き
な
地
名
（
郡
名
）
　
で
あ
っ
て
、
「
外
宮
の
度

相
」
　
で
は
解
釈
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
当
時
の
修
辞
法
に
は
不
案
内

な
の
だ
が
、
私
案
と
し
て
は
あ
る
種
の
倒
置
法
で
あ
っ
て
、
強
調
な

い
し
注
意
を
促
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
つ
ま
り
「
外

宮
、
こ
れ
は
度
会
に
あ
る
の
だ
が
　
（
度
会
氏
の
も
の
な
の
だ
が
）
」
　
と

な
り
、
同
様
に
　
「
遠
保
、
こ
れ
は
　
（
離
れ
て
は
い
る
が
）
芝
田
郷
な

の
だ
が
」
と
い
っ
た
解
釈
に
な
る
の
だ
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

や
は
り
時
代
は
異
な
る
が
、
『
神
鳳
紗
』
　
（
一
三
七
六
年
）
を
み
る

と
、
三
重
郡
の
項
の
終
り
近
く
に
「
柴
田
郷
弘
永
名
」
　
「
同
郷
用
永
名
」

「
同
郷
千
富
名
」
と
い
っ
た
表
記
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
も
『
神
鳳

紗
』
全
体
を
見
る
と
分
か
る
が
、
こ
う
し
た
郷
名
を
冠
す
る
表
記
の

仕
方
は
例
外
に
属
す
る
。
で
は
、
な
ぜ
郷
名
を
冠
す
る
必
要
が
あ
っ

た
の
か
。
そ
れ
は
隣
接
す
る
朝
明
郡
の
項
を
見
れ
ば
納
得
で
き
る
。

そ
こ
に
は
　
「
弘
永
御
厨
」
　
「
用
永
名
」
　
「
千
富
名
」
　
と
い
っ
た
同
名
の
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名
田
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
同
一
名
（
地
権
者
を

同
じ
く
す
る
名
田
）
の
飛
び
地
と
し
て
柴
田
郷
に
あ
っ
た
か
ゆ
え
に
、

区
別
す
る
た
め
に
郷
名
を
冠
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
o

そ
れ
と
同
様
の
修
辞
法
が
「
享
徳
元
年
庁
宣
注
文
」
に
お
け
る
「
遠

保
之
芝
田
」
　
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
解
釈
は
、
や
は
り
素
直
に
「
遠
保
の
芝
田
」
と
読
む

も
の
で
、
そ
の
理
由
と
し
て
芝
田
と
い
う
地
名
が
当
時
近
隣
に
複
数

あ
っ
た
が
た
め
に
、
「
遠
保
之
」
と
限
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
「
芝
田
」
の
方
が
「
遠
保
」
よ
り
も
小

地
名
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
（
少
し
時
代
は
古

く
な
る
が
）
壬
生
家
文
書
「
寛
御
厨
検
田
馬
上
帳
」
（
一
二
二
五
年
）

を
見
る
と
、
良
田
（
葦
田
）
郷
（
即
ち
三
重
郡
）
に
「
柴
田
里
」
が

認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
芝
田
」
な
い
し
「
柴
田
」
は
、
限
ら
れ
た

古
代
の
史
料
に
お
い
て
も
郷
里
を
問
わ
ず
複
数
認
め
ら
れ
る
、
い
わ

ば
あ
り
ふ
れ
た
地
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
∵
シ
バ
タ
を
以
て

「
柴
田
郷
」
　
の
証
し
と
す
る
に
は
い
さ
さ
か
不
十
分
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
緩
々
考
察
を
進
め
て
も
、
肝
心
の
「
遠
保
御
厨
」

に
関
し
て
は
、
『
神
鳳
紗
』
で
は
三
重
郡
の
項
に
し
か
記
載
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
問
題
は
残
る
。
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
項
で
再
び
触
れ
る
）

七
　
遠
保
神
社
考

前
稿
A
で
は
〔
注
〕
で
わ
ず
か
に
触
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
四

日
市
市
山
之
一
色
町
に
旧
村
社
「
遠
保
」
神
社
が
あ
る
。
由
緒
は
不

詳
で
あ
る
が
、
『
神
風
磐
（
一
三
七
六
年
）
に
見
え
る
「
遠
保
御
厨
」

の
通
称
地
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と
が
穏
当
な
判
断
な
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
る
と
、
遠
保
御
厨
と
迩
太
川
（
私
見
で
は
現
米
洗
川
）
の
関
係

は
ど
う
な
る
の
か
。
周
知
の
よ
う
に
河
川
名
は
、
木
曽
谷
か
ら
流
れ

出
る
川
を
木
曽
川
と
呼
び
、
信
濃
の
国
か
ら
流
れ
出
る
川
を
信
濃
川

と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
水
源
付
近
の
地
名
を
以
て
称
す
る
場
合
が
少

な
か
ら
ず
あ
る
。
三
滝
川
も
御
在
所
（
＝
御
岳
）
か
ら
流
れ
出
る
川

を
御
岳
川
と
呼
び
、
後
に
転
靴
し
て
御
瀧
川
と
な
り
、
さ
ら
に
三
滝

川
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
迩
太

川
も
ま
た
、
そ
の
水
源
付
近
が
迩
太
（
遠
保
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
が

故
の
呼
称
で
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

地
形
図
を
見
る
と
米
洗
川
の
水
源
の
ひ
と
つ
は
垂
坂
山
観
音
寺
の

寺
域
に
あ
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
は
（
こ
ち
ら
が
主
流
だ
が
）
南
側
の

谷
の
奥
（
池
ノ
谷
）
に
あ
る
。
前
稿
A
の
〔
注
（
1
9
）
〕
で
も
「
（
遠
保

神
社
は
）
垂
坂
山
観
音
寺
の
背
後
と
い
っ
て
よ
い
位
置
を
占
め
て
い

る
」
と
記
し
た
が
、
谷
奥
に
あ
る
水
源
（
溜
池
）
と
遠
保
神
社
の
距

離
は
直
線
に
し
て
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
な
い
の
で
あ
る
o
も

し
水
源
付
近
を
迩
太
（
遠
保
）
と
呼
ん
で
い
た
と
す
る
な
ら
、
朝
明

郡
の
迩
太
川
（
私
見
で
は
現
米
洗
川
）
と
三
重
郡
の
遠
保
御
厨
は
矛

盾
す
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
整
合
性
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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ち
な
み
に
、
山
之
一
色
は
南
西
で
坂
部
に
隣
接
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
『
神
鳳
紗
』
の
「
坂
部
御
厨
」
は
朝
明
郡
に
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
位
置
関
係
か
ら
、
現
在
の
山
之
一
色
付
近

も
当
時
は
朝
明
郡
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、

（
坂
部
は
刑
部
郷
の
遺
称
地
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
通
常
は
三
重
郡

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
）
、
朝
明
郡
と
三
重
郡
の
境
界
が
固
定
的
な
も

の
で
は
な
く
、
時
代
に
よ
っ
て
流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
も

い
よ
う
。
と
す
る
と
、
朝
明
郡
と
三
重
郡
の
境
界
領
域
に
位
置
し
て

い
た
こ
と
が
、
「
遠
保
御
厨
」
が
『
神
鳳
妙
』
に
お
い
て
三
重
郡
に

記
載
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
遠
保
神
社
の
あ
る
三
重
地
区
の
郷
土
史
編
さ
ん
会
が
、
昭

和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）
に
刊
行
し
た
『
ふ
る
さ
と
の
す
が
た

三
重
村
郷
土
史
第
1
集
（
総
論
・
宗
教
編
）
』
に
よ
る
と
、
「
米
洗
川
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
水
源
に
近
い
垂
坂
町
に
入
る
手
前
の
田
園
一
帯
が
道

神
田
と
呼
ば
れ
、
米
洗
川
ご
し
の
垂
坂
山
麓
に
藤
次
郎
谷
と
呼
ば
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
、
米
洗
川
の
水
源
近
く
に
ド
ゥ
や
ト
ウ
と
い

う
地
名
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
お
そ
ら
く
新
田
と
し
て
山
之
一

色
に
人
々
が
住
み
つ
い
て
間
も
な
く
鎮
守
と
し
て
（
引
用
者
注
‥
垂

坂
か
ら
）
遷
座
勧
請
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
　
（
一
四
五
頁
）
と
し
て
い

る
。
「
道
」
や
「
藤
」
が
「
遽
太
」
と
関
連
が
あ
る
か
否
か
は
別
と
し

て
、
集
落
の
起
源
を
垂
坂
の
新
田
に
由
来
す
る
と
し
、
「
遠
保
」
の
ル

ー
ツ
を
米
洗
川
水
源
付
近
と
伝
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
注
目
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

八
　
逆
太
川
＝
海
蔵
川
下
流
説
再
考

そ
も
そ
も
前
稿
A
は
、
迩
太
川
＝
海
蔵
川
下
流
説
（
岡
田
氏
説
）

に
対
す
る
違
和
感
に
触
発
さ
れ
て
起
稿
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、

本
稿
を
終
え
る
に
当
た
り
再
び
岡
田
氏
説
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
お

き
た
い
。
同
氏
説
も
ま
た
、
本
稿
「
は
じ
め
に
」
に
記
し
た
「
朝
明

郡
迩
太
川
」
と
三
重
庄
南
限
の
「
遠
河
」
の
矛
盾
を
合
理
的
に
説
明

す
る
た
め
に
提
案
さ
れ
た
説
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
問
題
意
識
は
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

た
だ
、
そ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に
、
氏
は
「
三
滝
川
は
、
野
田

町
の
東
方
で
海
蔵
川
に
合
流
し
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
、
合
流
点
以

東
の
海
蔵
川
を
『
遠
河
』
と
呼
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
」
（
「
壬
申

の
乱
及
び
聖
武
天
皇
伊
勢
巡
幸
と
北
伊
勢
」
『
史
料
』
一
九
一
号
）
と

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
そ
の
前
半
部
分
か
ら
み
る
と
、
確
か
に
現
在
の
三
滝
川
は

「
野
田
町
の
東
方
で
海
蔵
川
に
合
流
」
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ

は
三
滝
川
の
増
水
で
市
街
地
が
浸
水
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
同
川

の
北
側
堤
防
の
一
部
を
切
り
落
と
し
て
海
蔵
川
に
流
す
よ
う
に
し
た

も
の
で
、
昭
和
三
十
六
年
版
『
四
日
市
市
史
』
に
よ
る
と
、
「
昭
和
一

六
年
起
工
」
・
「
昭
和
一
六
年
四
月
よ
り
着
手
」
、
途
中
戦
時
中
の
中

断
を
含
み
「
昭
和
三
七
年
完
成
の
予
定
」
と
あ
る
（
四
一
八
頁
）
。
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っ
ま
り
極
ご
く
近
時
の
開
馨
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
近
世
絵
図

等
に
も
「
合
流
」
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
は
な
く
、
壬
申
の
乱
当
時

「
合
流
」
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
検
証
不
可
能
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
後
半
部
分
の
　
「
合
流
点
以
東
の
海
蔵
川
を
『
遠
河
』
と

呼
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
」
と
す
る
説
は
、
前
提
そ
の
も
の
が
危

ぅ
い
の
で
は
な
い
か
。
よ
し
ん
ば
　
「
合
流
」
　
し
て
い
た
と
し
て
も
、

「
合
流
点
以
東
の
海
蔵
川
を
『
遠
河
』
と
呼
ん
で
い
た
」
と
す
る
根

拠
は
何
だ
ろ
う
か
。
「
合
流
点
以
東
の
海
蔵
川
を
『
遠
河
』
と
呼
ん
で

い
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
合
流
点
以
西
に
つ
い
て
は
海
蔵
川
も
三
滝

川
も
「
遠
河
」
と
は
呼
ぶ
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
場
合
、
三
重
庄
を
「
生
桑
町
付
近
に
比
定
」
さ
れ
て
い
る
氏
自
身

の
説
と
の
整
合
性
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
四
至
で
は
南
限
を

「
遠
河
」
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
氏
は
「
遠
河
」
を
「
合

流
点
以
東
」
　
の
呼
称
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
）
。

ま
た
氏
は
、
大
海
人
皇
子
が
天
照
太
神
を
望
拝
し
た
川
辺
を
、
「
海

蔵
川
（
迩
太
川
）
　
の
左
岸
（
北
側
）
、
朝
明
郡
側
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
」
と
し
、
「
阿
倉
川
町
か
ら
羽
津
町
に
か
け
て
志
氏
我
野
あ
る
い

は
志
根
我
野
と
言
わ
れ
て
い
た
洪
積
台
地
先
端
付
近
あ
た
り
」
に
比

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
条
里
地
割
の
方
向
性
か
ら
、
氏
が
当
時

の
三
重
・
朝
明
郡
界
を
海
蔵
川
と
想
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
果

た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
前
稿
A
　
〔
注
（
1
9
）
〕
や
B

で
も
記
し
た
が
、
同
条
里
の
復
元
を
行
っ
た
仲
兄
秀
雄
氏
は
、
「
三

重
・
朝
明
郡
界
が
古
代
は
さ
ら
に
北
方
約
三
里
位
の
線
に
あ
っ
た
と

す
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
現
境
界
で
は
、
小
杉
北
方
の
丘
陵
部
の
朝
明

郡
内
に
一
部
入
り
込
ん
だ
地
点
か
ら
一
里
を
起
算
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

（
『
伊
勢
湾
岸
地
域
の
古
代
条
里
制
』
東
京
堂
出
版
一
九
七
九
年
、

六
八
頁
）
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
古
代
に
お
け
る
郡
界
は
近
世

の
郡
界
よ
り
も
北
方
（
朝
明
郡
寄
り
）
　
に
あ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

海
蔵
川
が
郡
界
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
海

蔵
川
が
朝
明
郡
の
川
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
海
蔵
川
を
以
て
『
書
紀
』

の
　
「
迩
太
川
」
と
見
な
す
説
も
ま
た
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
大
海
人
皇
子
の
　
「
望
拝
」
地
点
を
「
洪
積
台
地
先
端
付

近
あ
た
り
」
に
比
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
海
蔵
川
渡
河
地
点
を
そ

の
付
近
に
想
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
当
時
の
官
道
を
そ
の
付
近
に
想

定
す
る
こ
と
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
ル
ー
ト
は
近
世
東
海

道
と
さ
ほ
ど
隔
た
っ
て
お
ら
ず
、
古
代
官
道
と
し
て
は
河
口
に
近
過

ぎ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
次
の
よ
う
に
も
言
え
る
。

「
迩
太
川
」
を
三
滝
川
と
の
　
「
合
流
点
以
東
の
海
蔵
川
」
と
す
る
こ

と
は
、
「
合
流
点
」
と
い
う
既
に
河
川
下
流
部
に
お
け
る
河
水
の
乱
流

を
予
想
さ
せ
る
不
安
定
な
土
地
の
さ
ら
に
下
流
と
い
う
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
場
所
が
古
代
官
道
の
渡
河
地
点
と
い
う
こ
と
な
ど

あ
り
得
よ
う
か
。
（
筆
者
の
考
え
る
古
代
官
道
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は

別
稿
を
予
定
し
て
い
る
）
。
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お
わ
り
に

本
稿
は
、
前
稿
発
表
後
に
考
え
た
こ
と
な
ど
を
、
手
控
え
と
し
て

綴
っ
た
い
わ
ば
研
究
ノ
ー
ト
で
す
が
、
公
表
を
勧
め
て
下
さ
る
方
も

あ
り
、
再
び
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
（
二
〇
一
三
年
十
月
十
四
日
脱
稿
）

（注）（
1
）
　
（
『
研
究
紀
要
』
第
二
二
号
（
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二

〇
一
三
）

（
2
）
　
『
三
重
の
古
文
化
』
第
九
八
号
（
三
重
郷
土
会
、
二
〇
二
二
）

（
3
）
同
『
目
録
』
に
「
絵
図
一
禎
　
天
平
勝
宝
九
歳
　
四
至
（
以
下
具
体

的
地
名
）
」
　
と
あ
る
。

（
4
）
同
『
目
録
』
末
の
日
付
（
「
大
治
五
年
三
月
十
三
日
」
）
に
よ
る
。

（
5
）
浅
野
松
洞
が
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
　
に
著
し
た
も
の
だ
が
、
こ
こ

で
は
東
洋
書
院
が
一
九
八
一
年
に
復
刻
し
た
も
の
を
用
い
た
。

（
6
）
臨
川
書
店
が
一
九
七
八
年
に
刊
行
し
た
も
の
を
用
い
た
。

（
7
）
　
「
三
国
地
志
戯
」
に
よ
る
と
、
全
巻
の
完
成
は
「
宝
暦
葵
未
」
　
（
一

七
六
三
）
　
で
あ
る
が
、
「
勢
志
二
州
誌
」
は
「
宝
暦
辛
巳
」
　
（
一
七
六

一
）
に
成
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
藤
堂
高
文
（
『
宗
国
史
』

編
纂
者
）
が
「
宝
暦
乙
亥
」
（
一
七
五
五
）
に
記
し
た
「
三
国
地
志
序
」

を
見
る
と
「
元
甫
所
編
三
国
地
志
」
と
あ
り
、
既
に
そ
の
時
点
で
も
、

あ
る
程
度
の
も
の
が
出
来
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
8
）
　
『
朝
日
町
史
』
（
栗
田
秀
夫
、
一
九
七
四
）
は
、
鱒
の
　
「
神
石
」
に

っ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
こ
の
石
は
昔
、
柿
村
の
荒
木

宗
左
衛
門
知
氏
が
運
ん
で
来
た
と
言
わ
れ
、
伊
賀
留
我
神
社
の
由
緒

書
き
に
よ
る
と
末
社
貴
船
社
は
、
柿
村
の
荒
木
宗
左
衛
門
知
氏
と
い

ぅ
者
が
遷
祀
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
（
引
用
者
注
‥
現
在
の
北
鵜
集

落
に
は
荒
木
姓
が
非
常
に
多
い
）
、
享
保
（
一
七
一
六
～
一
七
三
五
）

の
こ
ろ
、
水
害
の
た
め
の
柿
の
低
地
に
あ
っ
た
部
落
今
村
の
住
民
た

ち
が
北
鵜
へ
集
団
移
動
し
た
と
き
石
と
と
も
に
遷
祀
し
た
も
の
の
よ

ぅ
で
あ
る
」
　
（
二
一
四
頁
）
。
た
だ
し
現
在
の
茂
福
社
（
北
社
）
境
内

に
は
貴
船
社
も
「
神
石
」
も
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
同
書
は
、
「
鵜
に

あ
る
貴
船
大
明
神
は
村
人
た
ち
か
ら
古
官
と
よ
ば
れ
て
い
る
」
　
（
二

一
三
頁
）
と
も
記
し
て
い
る
の
で
、
貴
船
社
を
遷
祀
し
た
場
所
は
旧

社
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

ち
な
み
に
、
貴
船
社
が
柿
に
あ
っ
た
当
時
の
場
所
は
、
同
町
史
見

返
し
の
絵
図
（
明
治
天
皇
の
巡
幸
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
明
治
初

年
の
街
道
絵
図
）
に
「
貴
船
社
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
十

四
年
測
図
同
二
十
六
年
製
版
の
陸
地
測
量
部
の
地
形
図
（
二
万
分
の

一
）
に
も
地
図
記
号
で
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
そ
の
跡
地
と
思
わ
れ

る
場
所
に
は
、
「
コ
ー
ポ
ラ
ス
貴
船
」
　
と
い
う
名
前
の
ア
パ
ー
ト
が

建
ち
、
そ
の
敷
地
の
一
画
に
「
井
後
神
社
旧
址
」
と
彫
ら
れ
た
石
柱

が
立
っ
て
い
る
。
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「
貴
船
社
」
　
と
　
「
井
後
神
社
」
　
の
関
係
に
つ
い
て
、
『
式
内
社
調
査

報
告
第
七
巻
』
　
（
皇
撃
館
大
学
出
版
部
、
一
九
七
七
）
　
は
、
「
井
後
神

社
」
　
の
項
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
当
社
は
‥
元
は
柿
村
大
字

井
戸
尻
の
田
岡
に
鎮
座
し
、
貴
船
大
明
神
と
も
称
さ
れ
て
崇
敬
を
集
め

た
。
そ
の
地
は
更
に
古
く
は
今
村
と
称
し
て
、
当
社
は
そ
の
氏
神
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
今
村
が
約
二
百
年
前
に
柿
村
に
合
し
、
柿
村
の
産
神

と
し
て
更
に
崇
敬
を
篤
く
さ
れ
た
」
。
さ
ら
に
　
「
社
記
に
よ
る
と
」
　
と

し
、
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。
「
柿
村
字
元
田
‥
の
田
間
に
境
内
地

六
畝
二
十
五
歩
を
有
し
て
明
治
四
十
四
年
ま
で
そ
の
地
に
鎮
座
し
て
ゐ

た
が
、
し
か
し
田
間
に
あ
っ
て
狭
陰
、
か
つ
人
家
よ
り
傭
轍
さ
れ
る
地

形
の
た
め
、
明
治
八
年
式
社
決
定
に
も
拘
は
ら
ず
神
域
の
尊
厳
を
傷
け

る
こ
と
少
く
な
か
っ
た
た
め
、
式
内
社
移
田
神
社
を
同
四
十
四
年
合
祀

す
る
に
当
り
、
両
社
の
氏
子
は
高
燥
の
地
に
御
遷
座
を
願
ひ
、
か
く
て

現
在
地
た
る
柿
村
字
城
之
広
に
、
移
田
神
社
を
合
祀
の
上
、
移
転
し
、

延
書
式
内
井
後
神
社
と
単
称
す
る
に
至
っ
た
」
　
（
四
九
〇
頁
）
。
『
三
重

県
神
社
誌
』
　
（
三
重
県
神
社
庁
一
九
九
三
）
　
も
、
ほ
ぼ
前
掲
書
の
内
容

を
な
ぞ
っ
て
い
る
が
、
「
現
在
地
す
な
わ
ち
旧
柄
神
社
跡
に
移
転
」
　
し

た
理
由
と
し
て
、
「
洪
水
等
の
恐
れ
が
あ
り
、
か
つ
人
家
よ
り
離
れ
て

い
る
た
め
」
　
（
一
五
〇
・
一
五
一
頁
）
を
補
足
し
て
い
る
。

な
お
今
村
は
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
　
の
　
『
正
保
伊
勢
国
絵

図
』
や
元
禄
十
三
年
　
（
一
七
〇
〇
）
　
の
　
『
元
禄
伊
勢
国
絵
図
』
　
に
は

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
　
の
『
天
保
伊
勢
国

絵
図
』
　
で
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
正
供
給
図
・
元
禄

絵
図
に
記
載
さ
れ
た
柿
村
・
今
村
の
石
高
は
共
に
五
三
一
石
で
同
程

度
の
規
模
の
村
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
9
）
　
現
在
で
も
茂
福
社
々
頭
に
は
　
「
惣
社
伊
賀
留
我
神
斎
宮
大
明
神
」
　
と

記
さ
れ
た
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
　
「
太
陽
を
拝
す
る
」
　
と
書
い
た
が
、
筆
者
は
『
書
紀
』
　
の
　
「
天
照
太

神
」
・
『
日
記
』
　
の
　
「
天
照
天
神
」
　
は
、
皇
大
神
宮
で
は
な
く
太
陽

と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
嵐
の
一
夜
の
後
に
拝
む
対
象
と
し
て

は
、
実
際
の
太
陽
の
方
が
相
応
し
い
と
思
え
る
か
ら
で
も
あ
る
が
、

「
望
拝
」
　
の
対
象
が
皇
大
神
宮
で
あ
る
な
ら
、
「
辰
時
」
　
を
　
「
旦
」

に
変
え
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
Ⅱ
）
　
「
将
及
横
河
」
　
と
あ
り
、
や
は
り
こ
こ
で
も
川
の
ほ
と
り
に
た
ど
り

着
く
と
き
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

（
1
2
）
　
名
前
か
ら
機
織
を
想
起
で
き
な
い
場
合
で
も
、
有
名
な
ハ
ヤ
ブ
サ
ワ
ケ

皇
子
と
メ
ト
リ
皇
女
の
物
語
を
み
る
と
、
「
女
鳥
の
　
我
が
王
の
　
織

ろ
す
機
」
　
（
仁
徳
記
）
　
「
天
金
機
　
雌
鳥
が
　
織
る
金
機
」
　
（
仁
徳
紀
）

と
見
え
、
記
紀
編
纂
当
時
、
皇
女
に
は
織
女
の
属
性
が
伴
う
と
意
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
二
人
は
逃
避
行
の
末
殺
さ
れ
て
し
ま

う
の
だ
が
　
（
記
で
は
　
「
宇
陀
の
蘇
題
」
・
紀
で
は
　
「
蒋
代
野
」
）
、
そ

の
屍
は
　
「
厘
杵
河
辺
」
　
（
紀
）
　
に
埋
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
　
（
記
は
埋

葬
地
不
載
）
。
こ
こ
で
も
、
皇
女
と
機
織
・
川
辺
の
親
和
性
を
指
摘

で
き
る
で
あ
ろ
う
。


